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阪
倉
篤
義
博
士
を
悼
む

築

裕

島

平
成六
年
十
月二
十二
日、
京
都
大
学
名
誉
教
授、
国
語
学
会
名
誉
会
員
阪
倉
篤
義
博士
は、
御
病
気
の
た
め
急
逝さ
れ
た。

我
が
国
語
学
会
に
お
い
て
果
さ
れ
た
絶
大
な
る
御
業
績
を
偲び、
謹ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
奉る。

博士
が、
御
生
前
に

博
士
の
許
報に
接
す
る
数
日
前
に、
私は
新
村
出
記
念
財
団
の
会
議で、
御
入
院
中の
御
様
子
を
伺ひ、
御
容
態は
峠を
越さ
れ
た
と
のこ
と
で
あ

っ
た
の
で、
早
晩、
お
元
気
な
お
姿
の
博
士
に
再
び
お
目に
か
か
れ
る
で
あ
ら
う
と
信じ
て
ゐ
た
矢
先
のこ
と
で
あ
り、
我
が
耳
を
疑ふ
ほ
ど
で
あっ

た。阪
倉
篤
義
博
士
は、
昭
和三
十
九
年か
ら
五
十三
年ま
で
連
続
十五
年
間と、
同
五
十
七
年か
ら
六
十二
年ま
で
の
六
年
間と、
前
後二
十一
年
間

の
永き
に
亘っ
て、
国
語
学
会
の
理
事の
任
に
在ら
れ、
特に
昭
和六
十
年か
ら
六
十二
年ま
で
の
三
年
間は、
代
表
理
事の
重
責
を
果さ
れ
た。
又、

昭
和
四
十三
年か
ら
四
十
四
年に
か
け
て
は、
編
集
担
当
理
事と
し
て、
活
躍さ
れ
た。
こ
の
間、
学
会
創
立
当
初か
ら
理
事で
あ
ら
れ
た、
故
遠
藤

嘉
基
博
士
の
後
を
承
け
て、
関
西
地
区
に
お
け
る
代
表と
し
て、
こ
の
全
国
学
会
の
発
展
の
た
め
に
果さ
れ
た
御
業
績は、
誠
に
計
り
知
れ
ない
も
の

が
あっ
た。

阪
倉
博
士
と
の
個人
的
な
お
付
合が、
何
時
頃か
ら
あっ
た
の
か、
定か
で
ない
が、
学
生
時
代か
ら
『
国
語・
国文』
の
御
論文
な
ど
を
貧る
や

う
に
拝
読し
た
こ
と
は、
今
も
記
憶
に
新し
い。
弱
輩
の
私が
国
語
学
会
の
事
務
を
担
当
す
る
や
う
に
なっ
た
こ
ろ
に
は、
既
に
学
界の
第一
人
者と



し
て
活
躍し
て
居ら
れ
た。
昭
和三
十
年に
出
版
さ
れ
た
国
語
学
会
編
の
『
国
語
学
辞
典』
で
は、
そ
の
編
集
委
員の一
人
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
の
で

あ
る
が、
小
生
も
そ
の
末
席
を
汚
し
て
御一
緒に
合
宿
や
会
議な
ど
を
重
ね
た。
そ
の
巻
末の
付
録
の
中で、
「
国
文
法
諸
説
対
照
表」
は、
特に
博
士

の
発
想
に
基
づ
い
て、
博
士
が
中
心
と
なっ
て
執
筆さ
れ
た
の
で
あ
り、
そ
の
周
到
適
切
な
成
果
は、
現
在に
至
る
ま
で、
学
界か
ら
高
く
評
価さ
れ

て
ゐ
る
も
の
で
あ
る。

阪倉篤義博士を悼む

昭
和
四
十三
年か
ら
編
集
担
当
理
事に
就
任さ
れ
た
際、
学
会
の
事
務
室が
東
京に
あ
るこ
と
な
ど
の
理
由で、
小
生が
編
集
主
任と
し
て
連
絡
係

の
役
を
お
手
伝
し
た
こ
と
が
あっ
た。
至
ら
ぬ
こ
と
ば
か
り
多か
っ
た
の
に、
終
始
温
か
く
接し
て
下
さっ
た
御
厚
情は、
何
時
ま
で
も
忘れ
るこ
と

が
出
来
ない。

前
述の
如
く、
昭
和六
十
年に
は
国
語
学
会
の
代
表
理
事と
な
ら
れ、
国
語
学
会
創
立
四
十
年
記
念
事
業の一
環
と
し
て、
前
期に
引
続き、
国
語

学
研
究
文
献
目
録
の
作
成
事
業を
推
進
さ
れ、
文
部
省の
科
研
費(
試験研究)
が
交
付さ
れ
た。
そ
の
結
果、
研
究は
大い
に
進
捗し、
成
果
の
内
の、

相
当
の
部
分
が
公
開
出
版
さ
れ
る
に
至
っ
た。
こ
の
事
業は、
実
質
的に
は、
国
語
学
会
と
国
立
国
語
研
究
所と
の
共
同
事
業で
あ
り、
国
語
学
会
と

し
て
も、
そ
の
総
力
を
結
集し
て
の
空
前
の
大
事
業で
あっ
た。
博
士
の
後
を
承
け
て、
小
生
が
代
表と
し
て
そ
の
事
業を
継
続さ
せ
て
頂い
た
が、

博
士
の
御
尽
力
と
御
苦
心
の
遁が
つ
くづ
くと
偲
ば
れ
た
こ
と
で
あっ
た。

博
士
は
文、
新
村
出
記
念
財
団の
理
事
長
を、
多
年に
亘っ
て
最
期ま
で
務め
ら
れ、
草
創
期の
幾
多の
困
難
を
乗り
越え
て、
並
々
な
ら
ぬ
努
力

を
傾
注
さ
れ
て、
こ
の
財
団の
基
礎
を
確
立
さ
れ
た。
こ
の
財
団は、
京
都
大
学
名
誉
教
授
故
新
村
出
博士
の
業
績
を
記
念し
て
そ
れ
を
後
世に
伝へ

る
目
的で
設
立
さ
れ
た
も
の
で、
国
語
学、
言
語
学に
関
す
る
優れ
た
業
績
を
顕
彰し
て
新
村
出
賞
を
贈
呈
し、
前
途
有
為の
研
究
者に
研
究
助
成
金

を、
又、
刊
行
の
困
難な
学
術
業
績に
刊
行
助
成
金
を
交
付
す
る、
な
ど
の
事
業を
行
ひ、
更に
新
村
出
博
士
の
蔵
書
重
山
文
庫を
整
理
し
て
研
究
者

に
公
開
す
る
と
い
ふ、
多
角
的
な
運
営
を
さ
れ
て
ゐ
る。
こ
の
問、
理
事
長と
し
て
の
博
士
の
御
尽
力
は
真に
絶
大
な
も
の
で、
阪
倉
博
士
な
ら
で
は

と
て
も
今
日
の
盛
大
な
活
動
は
実
現し
な
か
っ
た
と
言っ
て
も
過
言で
は
ない
で
あ
ら
う。
小
生
は、
発
足
時か
ら
そ
の
理
事
を
拝
命し、
会
議な
ど

で
お
目に
か
か
る
機
会
が
多
く、
阪
倉
博
士
の
敬
愛
さ
れ
る
御
人
柄
並
び
に
優れ
た
御
仕
事に
直
接に
接
す
る
機
会
が
人一
倍
多か
っ
た。
繰
返
し
に

な
る
が、
博
士
の
温
厚
篤
実
な
御
人
格は、
万
人
の
敬
何の
的で
あっ
た
し、
そ
の
管
理
責
任
者と
し
て
の
事
務
的
処
理
の
能
力
の
抜
群で
あ
ら
れ
た

の
は、
こ
の
他に
も、
京
都
日
本
語
教
育セ
ン
タ
ー
理
事
長と
し
て
も
御
活
躍し
て
居ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
察せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る。
更に
又、

こ
の
数
年
間、
金
田一
賞の
選
考
委
員
会
で
も
同
席さ
せ
て
頂
く
機
会
が
あっ
た
が、
常に
説
得
力
あ
る、
妥
当
適
切
な
判
断
を
下さ
れ、
敬
服の
歪

で
あっ
た。
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し
か
し、
言ふ
ま
で
も
な
く
博
士
の
真
骨
頂は
国
語
学
者と
し
て
の
輝か
しい
業
績で
あ
る。
博士
の
研
究の
中
心
は、

法
論
で
あっ
た
が、
幅
広い、
し
か
も
柔
軟
な
視
野に
立
た
れ、
多
く
の
後
進
の
研
究
者に
指
針
を
与へ
ら
れ
た。

『
語
構
成の
研
究』
は、
昭
和
四
十一
年
ご
九六六)
の
刊
行
で
あ
る
が、
博
士
が
若
年
以
来、
特に
関
心
を
注が
れ、
古
代
国
語の
語
構
成の
分

析に
つ
い
て、
慎
重
着
実
な
方
法に
基
づ
き、
従
来の
通
説
を
超
え
た、
大
胆
な、
し
か
も
説
得
性の
高い
着
実
な
方
法
を
提
示
さ
れ
た。
そ
れ
は「
音

義
説」
な
ど
の
因
習か
ら
脱
却
し
た、
画
期
的
な
語
黛
研
究
で
あっ
た
と
見るこ
と
が
出
来よ
う。

又、
『
日
本
語
表
現の
流
れ」
(
平
成五
年[一
九九三]
刊)
な
ど
に
集
約さ
れ
た、
平
安
時
代の
和
文の
係助
詞
「
な
む」
の
表
現
価
値
を
始め
と

す
る、
一
連の
国
語
史
研
究
は、
文
法
論
と
文
体
論
と
の
着
実
な
融
和
を
示
す
好
論
と
し
て、
夙
くか
ら
学
界の
定
評
を
得て
ゐ
た
博
士
の
業
績の
集

成
で
あ
る。

「
日
本
文
法の
話』
(
昭
和二
十六
年[一
九五
二
刊、
改訂
版昭
和四
十九
年[一
九
七四]
刊)
は、
初
心
者
向げ
の
著
と
さ
れ
な
が
ら、
そ
の
内
容

は
従
来の
多
く
の
文
法
論
の
長
所、
短
所
を
的
確に
紹
介
し、
妥
当
な
判
断
を
加へ
ら
れ
た
も
の
で、
学
術
的に
も
極め
て
高
度
な
文
法
研
究
書と
し

て
の
評
価が
寄せ
ら
れ
て
ゐ
る。

こ
れ
ら
博
士
の
諸
著
書は、
伺
れ
も
平
明
な
行
文の
中に
も
深い
含
蓄
を
湛へ
た
名
著
で、
後
学
を
益
す
る
と
こ
ろ、
限
り
ない
も
の
が
あ
る。

更
に
又、
博
士
は、
日
本
古
典
文
学
大
系
の
中で、
「
竹
取
物
語』
『
夜の
寝
覚』
な
ど
の
校
訂
註
釈
を
刊
行さ
れ、
何
れ
も
国
文
学
史
上
の
屈
指の

業
績と
し
て
の
定
評
を
得て
居ら
れ
る。
国
語
学の
み
な
ら
ず、
国
文
学の
面に
も
卓
越し
た
成
果
を
挙げ
ら
れ
た
の
で
あっ
た。

昭
和五
十二
年五
月、
博
士
が
還
暦
を
迎へ
ら
れ
た
機
会
に、
博
士
の
監
修の
も
と
に、
『
論
集
日
本
文
学・
日
本
語』
五
冊(
昭
和五
十二
年十一

月
1五
十三
年八
月、
角川
書
庖)
が
編
ま
れ、
合
計
九
十
余
編の
論
文が、
博
士
の
講
症
に
列
し、
又
は
研
究
会
な
ど
で
博
士
と
縁の
あっ
た
方々
に
よ

っ
て
提
供
さ
れ
て
ゐ
る。
そ
の
内
容
は、
国
語
学
全
般
は
も
と
よ
り、
国
文
学に
つ
い
て
も、
上
代、
中
古か
ら
現
代に
及
ぶ、
広い
範
囲に
亘っ
て

ゐ
る。
こ
れ
も
博
士
の
広
汎
な
御
学
識と
大
き
な
包
容
力
を
備
え
ら
れ
た
御
人
柄と
を
如
実
に
反
映
し
た
結
果と
見ら
れ
よ
う。 古

代
国
語の
語
会
論、
文
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東
京に
生
れ、
東
京に
育っ
た
筆
者で
あ
る
の
に、
大
学
卒
業以
来、
四
十
余
年
聞に
亘っ
て
格
別の
御
思
顧、
御
指
導
を
頂い
て
来た
の
は、
国

語
学
会
を
通し
て
の
こ
と
が
主
な
御
縁で
あっ
た。
国
語
学
会
の
理
事
会
の
意
向
を
承
け
て、
倦
越
な
が
ら
敢へ
て
か
や
う
な一
文
を
草さ
せ
て
頂い

た
こ
と
も、
こ
の
や
う
な
因
縁に
よ
る
も
の
と
し
て、
何
卒
御
理
解
願
ひ
た
い。



博
士
は
享
年
七
十
七
歳で
あ
ら
れ
た。
長
寿
社
会
の
こ
の
節と
し
て
は、
ま
だ
ま
だ
お
元
気
で
御
活
躍さ
れ
る
筈
の
御
年で
あっ
た。
学
界
全
体と

し
て
幾ら
惜し
ん
で
も
惜し
み
足り
ない
貴
重
な
お
方で
あっ
た。
御
法
名は
竹
風
院
殿
篤
義日
温
大
居
士
の
由、
淘
に
故
人
に
ふ
さ
は
しい
御
名と

拝
察
す
る。
御
冥
福
を
心
か
ら
お
祈り
申
上
げ
て、
追
悼
の
辞と
し
た
い。

||中央大学教授
||

阪倉篤義博士を悼む
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